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昨
今
、
ア
ジ
ア

市
場
で
は
ウ
ェ
ル

ネ
ス
産
業
が
急
成

長
を
遂
げ
て
お
り
、

多
く
の
人
々
が
健

康
や
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
ト
レ
ン
ド
は
日
本

市
場
に
お
い
て
も
例
外
で
は

な
く
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
に
対
す

る
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
日
本
市
場
の
具

体
的
な
ニ
ー
ズ
や
抱
え
て
い

る
課
題
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
だ
。
そ
こ
で
今
回

は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
に
関
す
る

ト
レ
ン
ド
へ
の
理
解
を
深

め
、
今
後
の
事
業
戦
略
の
検

討
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
。

　

旅
行
者
に
お
け
る
ウ
ェ
ル

ネ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
調
査

は
２
０
２
４
年
５
月
22
日
～

６
月
12
日
に
か
け
て
、
日
本

旅
行
を
経
験
・
検
討
し
て
い

る
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
住
む
１
９
０
名

（
25
～
70
歳
の
富
裕
層
、
ア

メ
リ
カ
・
中
国
＝
年
収
１
５

０
０
万
円
以
上
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
＝
年
収
７
５
０
万
円
以

上
、
１
５
０
円
／
Ｕ
Ｓ
ド
ル

で
換
算
）
を
対
象
に
行
わ
れ

た
。

　

そ
の
結
果
、
富
裕
層
の
約

８
割
が
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」
を

重
視
し
て
日
本
へ
の
旅
行
を

計
画
し
て
い
た
。
回
答
者
の

半
数
以
上
が
日
本
旅
行
に

お
け
る
ウ
ェ

ル
ネ
ス
体
験

の
予
算
を
15

万
円
以
上
に

設
定
し
て
お

り
、
温
泉
や

和
食
だ
け
で

な
く
、
禅
、

森
林
浴
、
金

継
ぎ
に
も
注

目
が
集
ま
っ

た
。

　

日
本
旅
行

の
経
験
者

の
７
割
が
他

国
と
比
べ
て

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」
に
関
す
る

施
設
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
不
足

を
実
感
し
て
い
た
。

　

そ
の
理
由
は
大
き
く
２
つ

考
え
ら
れ
、
１
つ
目
は
言
語

　

今
回
の
調
査
で

は
頻
度
を
問
わ
な
け
れ
ば
、

「
ス
キ
ン
ケ
ア
を
行
っ
て
い

る
」
と
回
答
し
た
人
は
70
・

２
％
だ
っ
た
。
ス
キ
ン
ケ
ア

を
行
っ
て
い
る
人
に
、
普
段

使
用
し
て
い
る
ス
キ
ン
ケ
ア

製
品
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
洗
顔
料
」（
76
・
８
％
）
と

「
化
粧
水
」（
68
・
６
％
）
の

２
項
目
だ
け
が
半
数
を
超
え

た
。こ
の
２
項
目
に
つ
い
て
、

性
年
代
別
に
見
る
と
、
女
性

は
全
年
代
で
使
用
割
合
が
８

割
弱
～
９
割
弱
程
度
と
高
か

っ
た
が
、
男
性
は
年
齢
差
が

非
常
に
大
き
く
、
洗
顔
料
も

化
粧
水
も
30
代
・
20
代
の
順

で
使
用
割
合
が
高
か
っ
た
。

　

月
間
平
均
で
ス
キ
ン
ケ
ア

に
使
う
費
用
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
～
５
０
０
円
未
満
」

が
18
・
２
％
、「
５

０
０
円
～
１
０
０

０
円
未
満
」
が

27
・
１
％
、「
１

０
０
０
円
～
３
０

０
０
円
未
満
」
が

28
・
５
％
だ
っ
た
。

３
０
０
０
円
未
満

の
人
は
合
計
で

73
・
８
％
と
な
っ

て
お
り
、「
３
０

０
０
円
～
５
０
０

０
円
未
満
」
の
人

が
13
・
３
％
な
の

で
、
そ
こ
ま
で
合

計
す
る
と
、
87
・

１
％
と
９
割
近
く
に
の
ぼ
っ

た
。「
１
万
円
以
上
」
と
い

う
人
は
全
体
で
４
・
５
％
だ

っ
た
が
、
性
年
代
別
で
最
も

割
合
が
高
か
っ
た
の
は
「
30

代
・
女
性
」
の
８
・
３
％
だ

っ
た
。

　

上
位
10
項
目
の
肌
の
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
、
特
に
ど
の

季
節
が
気
に
な
る
か
を
尋
ね

た
。全
体
を
眺
め
て
み
る
と
、

「
夏
」
が
気
に
な
る
と
回
答

し
た
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

　

特
に
割
合
が
高
い
の
が

「
汗
」（
83
・
５
％
）、「
日
や

け
、紫
外
線
」（
77
・
２
％
）、

「
皮
脂
の
ベ
タ
つ
き
」（
67
・

８
％
）だ
っ
た
。
逆
に「
冬
」

に
割
合
が
大
き
く
高
ま
る
の

が
「
乾
燥
」（
73
・
８
％
）

だ
っ
た
。「
し
わ
、た
る
み
、

ほ
う
れ
い
線
」
や
「
肌
の
き

め
」「
毛
穴
の
目
立
ち
」
な

ど
は
、
季
節
ご
と
の
違
い
は

小
さ
く
、
年
間
通
じ
て
気
に

す
る
人
が
多
か
っ
た
。

と
地
域
的
な
障
壁
だ
。
ウ
ェ

ル
ネ
ス
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の

情
報
が
主
に
日
本
語
で
提
供

さ
れ
て
お
り
、
英
語
や
他
の

言
語
で
の
サ
ポ
ー
ト
は
不
十

分
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
非
日
本
語
話
者
の
旅

行
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に

理
解
し
、
日
本
で
満
足
の
い

く
ウ
ェ
ル
ネ
ス
体
験
を
享
受

す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況

だ
。
主
要
な
観
光
地
で
は
イ

　

ア
ジ
ア
の
観
光
業
界
で

は
、事
業
成
長
に
向
け
て「
ウ

ェ
ル
ネ
ス
」
へ
の
投
資
が
活

発
に
な
っ
て
い
る
。
５
つ
星

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を
は
じ
め

と
す
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
先
進
国

の
宿
泊
施
設
の
経
営
層
が
客

室
平
均
単
価
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
を

向
上
さ
せ
る
上
で
最
も
効
果

的
だ
と
考
え
て
い
る
投
資
先

は
「
ス
パ
施
設
」
と
い
う
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
や
栄
養

重
視
の
食
事
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

い
っ
た
個
別
の
体
験
も
効
果

が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
総

合
的
な
健
康
増

進
の
提
供
の
方

が
、
特
に
高
い

効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果

か
ら
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
は
、
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
、
様
々
な
種
類
の
ウ
ェ

ル
ネ
ス
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

提
供
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ

る
。

　

日
本
で
は
ま
だ
少
な
い
、

地
域
特
性
や
歴
史
・
文
化
と
、

宿
泊
施
設
の
特
長
や
コ
ン
セ

プ
ト
と
を
融
合
さ
せ
た
ユ
ニ

ー
ク
な
ウ
ェ
ル
ネ
ス
体
験
を

提
供
す
る
こ
と
は
、
外
国
人

旅
行
者
の
満
足
度
向
上
、
リ

ピ
ー
ト
率
向
上
に
貢
献
で
き

る
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、

外
国
人
旅
行
者
が
日
本
で
の

ウ
ェ
ル
ネ
ス
体
験
に
対
し
て

非
常
に
高
い
期
待
を
寄
せ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
現
在
、
世
界
的
に
「
Ｊ

ウ
ェ
ル
ネ
ス
」（
Ｊ
は
Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
）
が
ト
レ
ン
ド
と
な

っ
て
お
り
、
日
本
は
世
界
一

の
温
泉
大
国
で
あ
り
、
和
食

文
化
や
長
寿
健
康
大
国
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
近
年
で
は
、
単
な
る

身
体
の
健
康
だ
け
で
な
く
、

禅
、
森
林
浴
、
金
継
ぎ
と
い

っ
た
心
身
の
両
面
か
ら
健
康

を
目
指
す
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
観

点
か
ら
も
日
本
が
関
心
を
集

め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
日

本
に
訪
れ
た
ら
健
康
に
な
れ

る
」
と
い
う
期
待
感
を
抱
く

旅
行
者
が
非
常
に
多
く
、
今

回
の
調
査
結
果
に
も
そ
の
傾

向
が
鮮
明
に
表
れ
て
い
た
。

　

最
後
に
Ｓ
Ｏ
．
Ｗ
Ａ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
シ
ー
は
、「
言
語

の
壁
や
地
方
で
の
受
け
入
れ

体
制
の
不
備
、
日
本
人
が
日

本
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
要
素
の
価

値
を
国
際
的
な
視
点
か
ら
十

分
に
認
識
し
て
い
な
い
点
が

課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
い
る
。
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
分
野
で
の
日
本

の
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
は
、
外
国
人
旅
行
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
の
整
備
、
従
業
員

に
対
す
る
教
育
体
制
の
構
築

が
必
要
だ
。
他
の
ア
ジ
ア
諸

国
で
は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
分
野

へ
の
積
極
的
な
投
資
が
進
ん

で
い
る
。
特
に
、
ホ
テ
ル
業

界
で
は
ス
パ
施
設
や
複
数
の

　

グ
ロ
ー
バ
ル
３
大
課
題
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
汚
染
（
Ｐ

ｏ
ｌ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）」。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海
洋
汚

染
や
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
な
ど
に

よ
る
大
気
汚
染
な
ど
あ
る

が
、
化
学
物
質
に
よ
る
汚
染

も
最
近
で
は
課
題
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
。
２
０
２
４

年
初
頭
よ
り
国
連
が
「
Ｂ
ｅ

ａ
ｔ 

Ｃ
ｈ
ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ 

Ｐ
ｏ
ｌ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
化

学
物
質
汚
染
に
打
ち
勝
つ
）」

を
掲
げ
始
め
た
。

　

有
害
な
化
学
物
質
は
、
空

気
だ
け
で
な
く
、
食
品
や
水

ま
で
汚
染
す
る
。
こ
れ
は
土

壌
も
汚
染
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
日
本
の
汚
染
処
理
・
下

水
処
理
技
術
は
世
界
的
に
も

レ
ベ
ル
が
高
い
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
で
は
、
半
数
の
排
水
が

未
処
理
の
ま
ま
、
河
川
や
湖

沼
、
海
に
流
れ
て
し
ま
う
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

解
決
の
た
め
、
都
市
や
各
国

政
府
で
は
こ
の
よ
う
な
化
学

物
質
の
管
理
と
、
改
善
す
る

た
め
の
取
組
強
化
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。
正
確
な
情
報

を
提
供
す
る
と
い
っ
た
こ
と

も
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
先
進
国

の
間
で
は
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
こ
れ
も
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
情
報
の
開
示
と
い
え
よ

う
。

　

ビ
ジ
ネ
ス（
産
業
と
消
費
）

の
現
場
で
求
め
ら
れ
る
ア
ク

シ
ョ
ン
と
は
何
な
の
か
。

❶
有
害
化
学
物
質
を
含
む
製

品
の
製
造
・
販
売
を
段
階
的

に
廃
止
し
、
無
毒
・
無
害
を

問
わ
ず
す
べ
て
の
製
品
に
ラ

ベ
ル
を
貼
付
す
る
。

❷
製
品
を
で
き
る
だ
け
長
く

使
用
し
、
修
理
、
再
販
、
ま

た
は
再
利
用
の
た
め
に
返
品

し
、
寿
命
が
尽
き
て
廃
棄
す

る
の
で
は
な
く
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
製
造
慣
行
を
採
用
す

る
。

❸
化
学
物
質
や
廃
棄
物
の
漏

れ
を
防
ぐ
た
め
の
工
業
プ
ロ

セ
ス
を
改
善
す
る
。

❹
化
学
物
質
管
理
と
企
業
ポ

リ
シ
ー
に
統
合
的
か
つ
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
採
用
し
、
持
続
可
能
な

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
管
理
と

廃
棄
物
削
減
を
促
進
す
る
。

❺
人
間
の
健
康
と
環
境
へ
の

悪
影
響
を
防
ぐ
、
環
境
に
優

し
く
安
全
な
化
学
物
質
や
化

合
物
へ
移
行
す
る
。

と
い
っ
た
こ
と
が
、
国
連
で

も
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
で
は

化
粧
品
業
界
に
お
け
る
視
点

で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

化
粧
品
の
有
害
ケ
ミ
カ
ル

と
は
（
執
筆
時
点
）

　

環
境
を
破
壊
し
、
生
物
多

様
性
を
阻
害
す
る
有
害
ケ
ミ

カ
ル
は
、
人
間
に
と
っ
て
す

べ
て
が
有
害
で
は
な
い
。
そ

も
そ
も
人
体
に
影
響
が
あ
る

よ
う
な
も
の
は
、
薬
な
ど
も

そ
う
だ
が
、
化
粧
品
と
し
て

認
可
さ
れ
な
い
か
ら
だ
。
た

だ
一
部
の
人
は
、
そ
れ
で
肌

が
荒
れ
た
り
、
か
ゆ
み
が
出

た
り
な
ど
様
々
な
皮
膚
疾
患

な
ど
が
現
れ
る
。
な
の
で
、

こ
こ
で
は
人
間
に
と
っ
て
有

害
と
い
う
視
点
で
は
な
く
、

環
境
や
生
物
多
様
性
に
お
い

て
有
害
で
あ
ろ
う
も
の
を
挙

げ
て
い
く
。

⑴
Ｕ
Ｖ
ケ
ア
製
品
な
ど
に
含

ま
れ
る
一
部
の
ケ
ミ
カ
ル
＝

使
用
や
廃
棄
に
お
い
て
、
サ

ン
ゴ
や
貝
な
ど
海
洋
生
物

が
死
亡
お
よ
び
変
形
な
ど

（
★
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｆ
公
式
文
書

「
Ｕ
Ｖ
ケ
ア
製
品
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」〈https://

sustainable-cosme.org/
official-announcement/

）

を
参
照
）

⑵
ヘ
ア
カ
ラ
ー
剤
や
パ
ー
マ

液
な
ど
ケ
ミ
カ
ル
＝
水
質
汚

染
の
原
因
に

⑶
植
物
由
来
原
料
の
生
育
に

使
用
さ
れ
る
農
薬
や
化
学
肥

料
（
農
業
）
＝
土
壌
や
水
質

汚
染
の
原
因
に
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そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

で
推
奨
さ
れ
る
取
り
組
み

と
総
合
し
て
考
え
る
と
、

以
下
と
な
る
。

◆
こ
れ
ら
を
段
階
的
に
減

ら
し
、
代
替
原
料
・
製
品

に
移
行
す
る
。

◆
地
球
環
境
を
破
壊
す
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
ど
に
明
記
す
る

／
使
用
や
廃
棄
の
仕
方
に

つ
い
て
も
伝
え
る
。（
ク

リ
ー
ン
ラ
ベ
ル
志
向
）

◆
原
料
／
製
品
生
産
時
に

環
境
に
有
害
な
化
学
物
質

を
使
用
せ
ず
、
排
水
処
理

な
ど
に
留
意
す
る
。

　

企
業
の
方
は
こ
れ
ら
に

留
意
す
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
一
般
へ
の
指

南
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ユ
ニ
ー
ク
な
ウ
ェル
ネ
ス
体
験
の
提
供
が

「
Ｊ
ウ
ェル
ネ
ス
」普
及
の
カ
ギ
に

身体的、感情的、精神的な健康を向上させるウェルネス活動、
体験、プログラムのための旅行中の予算はどれくらいですか？

※150 円 /USドルで換算
60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

23.7％ 22.1％ 22.6％

1.6％

30.0％

なし300,000 円
以上

150,000 円
～ 299,850 円

75,000 円
～ 149,850 円

75,000 円
未満

ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
体

制
が
整
っ
て
い
る
も
の
の
、

地
方
で
は
そ
の
体
制
が
十
分

で
は
な
く
、
地
理
的
な
隔
た

り
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

２
つ
目
の
理
由
は
専
門
家

の
不
足
だ
。
温
泉
や
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
日
本
食
な
ど
、

日
本
固
有
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
要

素
が
文
化
と
し
て
根
付
い
て

い
る
た
め
、
日
本
人
に
は
世

界
で
評
価
さ
れ
て
い
る
「
日

ウ
ェ
ル
ネ
ス
要
素
を
組
み
合

わ
せ
た
総
合
的
な
健
康
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
投
資
が
顧
客
満

足
度
や
客
室
単
価
の
向
上
に

寄
与
す
る
と
さ
れ
、
日
本
も

こ
う
し
た
流
れ
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
。
日
本
が
持
つ

ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
潜
在
力
を

最
大
限
に
引
き
出
す
た
め

に
は
、
外
国
人
旅
行
者
の
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
ウ

ェ
ル
ネ
ス
体
験
の
質
を
高
め

る
た
め
の
施
策
が
求
め
ら
れ

る
」
と
総
括
し
て
い
る
。

図表 洗顔料・化粧水の使用割合（性･年代別）

全体

20代
30代
40代
50代
60代
70代以上

洗顔料
76.8％

化粧水
68.6％

75.5%
82.1%
73.1%
66.0%
46.5%
37.8%

87.4%
85.6%
85.2%
86.2%
87.4%
87.4%

51.0％
64.2％
44.5％
45.0％
31.4％
30.1％

85.2%
87.9％
82.4％
85.9％
79.8％
75.3％

男性 男性女性 女性
　

プ
ラ
ネ
ッ
ト
は
、
２
０
２
４
年
６
月
27
日
～
７
月
１
日
に
か
け
て
20
～

70
代
の
男
女
２
８
０
９
人
（
男
性
＝
９
４
７
人
、
女
性
＝
１
８
６
２
人
）

を
対
象
に
ス
キ
ン
ケ
ア
に
関
す
る
意
識
調
査
を
実
施
し
た
。

本
な
ら
で
は
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス

体
験
」
の
価
値
を
適
切
に
認

識
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
ウ

ェ
ル
ネ
ス
に
関
す
る
専
門
的

知
識
を
従
業
員
向
け
に
教
育

す
る
こ
と
や
、
外
部
の
専
門

家
の
知
見
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
今
後
の
日
本
の
ウ
ェ

ル
ネ
ス
市
場
に
お
い
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
付
加
価
値
提
供
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
。

ス
キ
ン
ケ
ア
に
関
す
る
意
識
調
査
を
実
施

プラネット

ＳＯ．ＷＡコンサルタンシー

海
外
富
裕
層
の
約
８
割
が
ウ
ェル
ネ
ス
を
重
視

日
本
旅
行
の
経
験
者
の
７
割
が

ウ
ェル
ネ
ス
に
関
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
不
足
を
実
感

　

Ｓ
Ｏ
．
Ｗ
Ａ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
シ
ー
は
、

２
０
２
４
年
８
月
23
日
に
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
」に
関
す
る
独
自
調
査
結
果
を
公
開
し
た
。


